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Abstract : ５８％ of Japan’s national treasures and important cultural properties（painting）are Bud-
dhist paintings. To investigate and analyze the current state of Buddhist paintings related to digi-















































訳等を利用する。Google翻訳にない悉曇─日本語は、英語から「Sanskrit Dictionary for Spoken
Sanskrit」３２）で変換の方法もある。全文電子影像辞典では「Cologne Digital Sanskrit Lexicon pro-
ject」３３）、国立国会図書館「近代デジタルライブラリー」３４）内の『弘法大師全集』巻七「悉曇部
梵字悉曇字母並釈義」３５）に梵字の釈義がある。また、龍光山正寶院の「形から引く梵字辞典」３６）も
良い。デバナガリは Arial Unicode MSにあるが、チベット文字は登録されておらず、星泉氏の
「StarLab : Tibetan Characters」３７）で説明を受け、「The Tibetan and Himalayan Library（THL）」
の「Tibetan Machine Uni」３８）をインストールする。また、「The Home for Digital Tibetan」３９）の


















「CBETA Buddhist Texts（Taiwan）（中華電子佛典協會經文檢索）」５７）、「Korean Tripitaka」５８）、
「Korean Buddhism : Collected Works（Hanguk bulgyo jeonseo）」５９）、「IRIZ Zen Texts（花園大




































リンク集シート（サイト ID、サイト名、解説等）、作品シート（作品 ID、作者 ID、作品


























































































































セシビリティサイトが望ましい。W３Cの「Web Content Accessibility Guidelines １．０」（１９９９）
（WAI）１４６）や JIS X８３４１―３（２００４）１４７）に基づき配慮する１４８）。チェッカーとして、HTMLチェックに
「W３C Validation Service」１４９）、「Another HTML―lint」１５０）、HAREL等がある。CSSチェックには、


















２）「インターネット保存収集事業」：http : //warp.da.ndl.go.jp/search/ 国立国会図書館編。









７）Arial Unicode MS : Unicode対応 JIS外文字、デバナガリ文字等も表示。True Typeフォント。





の TrueType形式フォントと検索システム。更新提供は「東京大学多国語処理研究会」http : //www.l.u―
tokyo.ac.jp/GT/
１０）今昔文字鏡：http : //www.mojikyo.co.jp/index.html １９８５年設立のエーアイ・ネットが１９９７年に大修館
書店『大漢和辞典』番号で発売。豊富な検索システムと JIS外文字を扱えることで外字問題解決策とし
て普及。１９９９年～２００８年 True TypeフォントのWebページサーバーを公開。現在１６万字の True Type
フォント版、Unicode対応版、毛筆草書版、毛筆隷書版、梵字版がある。
１１）Q漢字：http : //www.eastvalley.or.jp/top.shtml 真言宗明香山観音院東谷寺作成。手順どおり組み込む
とWord上に「East Valley」が表示され変換できる。
１２）漢字辞典ネット：http : //www.kanjijiten.net/index.html 漢一氏管理のWebサイト。漢字辞典、常用漢
字、人名用漢字、部首、難読漢字等がある。
１３）Unicode CJK統合漢字検索：http : //rtk.web.infoseek.co.jp/cjk/ 坂口丈幸氏のWebサイト「三國演義」
内にある。
１４）CHISE IDS検索：http : //chise.zinbun.kyoto―u.ac.jp/ids―find 守岡京都大学教授提案の CHISE（CHar-
―１０１―
／コミュニケーション文化２０１１・Ｂ５（退／論文〈コミュニケーションとデジタル〉／０９５‐１１１　論文　福田　　　　　　Ｅ
acter Information Service Environment）Ideographic Description Sequence。即ち、漢字構成要素を直接
利用し、汎用文字符号に制約されない次世代文字処理環境の実現を目指すオープンソース型研究・開発
プロジェクトの、漢字構造情報を検索できるシステム。




p．１４３―１４７．公開 PDF : http : //www.jaet.gr.jp/archives/journal/jj０３.pdf
１７）楽訳中国語変換：http : //www.jcdic.com/chinese_convert/index.php 楽訳株式会社の中国語Webサー
ビス：「辞書」、「会話」、「発音ピンイン」、「知恵袋」、「中国語変換」、「電子辞書」、「掲示板」があり、
「中国語変換」は漢字、繁体字、簡体字のどれからでもピンインを加えて変換可。
１８）どんとこい、中国語：http : //dokochina.com/ 株式会社ドントコイの中国語Webサービス。
１９）翻訳のためのインターネットリソース：http : //www.kotoba.ne.jp/ Kotoba.netで運営。辞典・字典・
事典類の簡解のディレクトリー検索。
２０）Google翻訳：http : //translate.google.co.jp/
２１）Infoseekマルチ翻訳（旧 Lycos翻訳）：http : //translation.infoseek.co.jp/ 英、韓、中、仏、独、伊、西、
葡の８カ国語。
２２）Excite翻訳：http : //www.excite.co.jp/world/ Infoseekマルチ翻訳同様８カ国語。






２６）KO辞典：http : //wagang.econ.hc.keio.ac.jp/zigen/ 文部科学省・学術フロンティア「超表象デジタル
研究センター」の一部
２７）康熙字典網上版：http : //www.kangxizidian.com/ 康煕字典原図を PDF化して、部首検索、全文検索
を付したもの。拡大して利用する。
２８）Web支那漢：http : //www.seiwatei.net/chinakan/chinakan.cgi 著作権の切れた田中慶太郎著『支那文
を讀む爲の漢字典』（文求堂，１９４０）を電子影像化、検索用索引付きWebサービス。
２９）ウィクショナリー：http : //ja.wiktionary.org/wiki/ ウィキファミリーの一つ。あらゆる言語の語句の
意味・語源・用法・関連語などを記載、国語辞典、漢和辞典、英和辞典、類語辞典などを網羅した多言
語多機能辞典を目指す。２０１１年１月３日現在、１７２言語以上、６０，０２８項目。




３２）Sanskrit Dictionary for Spoken Sanskrit Klaus : http : //spokensanskrit.de/ Glashoff氏の English―San-
skrit変換サイト。




３４）近代デジタルライブラリー： http : //kindai.ndl.go.jp/ 国立国会図書館所蔵の著作権切れ公有資料（現
在、明治～大正期）を全文電子影像化したサービス。２０１１年１月現在インターネット公開１７万冊。「旧
式ブラウザ対応」の場合「大サイズ画面」で読める。全文画像典拠としても活用できる。
３５）『悉曇部 梵字悉曇字母並釈義』： http : //kindai.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/８１９２７２/９８ 原本：祖風宣
揚会編『弘法大師全集』巻七，東京：吉川弘文館,１９０９―１９１１, p．９８―１０３
３６）形から引く梵字辞典：http : //tobifudo.jp/ 天台宗の関東三十六不動霊場第二十四番札所「飛びお不動
さま」公式サイト。「仏様の世界」は仏教図解事典。現在、４２４項目を収録。
３７）StarLab : Tibetan Characters : http : //star.aacore.jp/wiki/StarLab : Tibetan_Characters#XP 東京外国語
大学アジア・アフリカ言語文化研究所星泉准教授の「StarLab」にある。Windows、Mac OS、Linuxで
のチベット語導入方法を指導。
３８）Tibetan Machine Uni : https : //collab.itc.virginia.edu/access/wiki/site/２６a３４１４６―３３a６―４８ce―００１e―f１６ce
７９０８a６a/tibetan％２０machine％２０uni.html The Tibetan & Himalayan Library（THL）の Toolbox。チベッ
ト言語に関する変換ソフトウェアや文化情報を提供。
３９）The Home for Digital Tibetan : http : //www.nitartha.org/home.html ニューヨークの Nitartha Interna-
tionalグループ作成のデジタルチベットプロジェクト。「Online Dictionary」（Tibetan Englishで英語と
英文チベット語翻訳）や「Sambhota Tibetan Fonts」（有料チベット語フォントとシステム）等。
４０）Online Tibetan English Dictionary : http : //www.nitartha.org/dictionary_search０４.html




４２）ネットで百科＠Home : http : //www.mypaedia.jp/netencyhome/ 日立ソリューソンズの『平凡社世界
大百科事典』や百科事典「マイペディア」、「デジタル月刊百科」の Net版。３分間試用可能。
４３）kotobank : http : //kotobank.jp/ 朝日新聞社、講談社などの９６辞書、６６万語解説サイト。
４４）ENCYCROPEDIA Britannica Online : http : //www.britannica.com/ ブリタニカ百科事典。























５１）HTML版：古事類苑検索試験システム http : //base１.nijl.ac.jp/～kojiruien/ruientop 国文学研究資料館
編、２００６年６月更新、「天部」、「歳時部」、「地部」、「稱量部」。
５２）古事類苑全文データベース：http : //ys.nichibun.ac.jp/kojiruien/ ２０１０年８月更新。約６，１６０ページ分の
全文テキストデータに検索システムを付与して提供。検索は単語検索とインデックス。例えば大和を引
くと、郡が表示され、典拠史料内簡解と原文 PDFが表示される。
５３）近代デジタルライブラリー内『古事類苑』：http : //kindai.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/８９７５６４
５４）ICIBA : http : //hanyu.iciba.com/ Wikiベースの中国事典サイト。「詞典」、「翻訳」、「句庫」、「漢語」、
「会話」、「サロン」等があり、「漢語」には「漢語詞典」、「成語詞典」、「古今詩詞」等がある。




５６）Edited by A. Charles Muller“Digital Dictionary of Buddhism＝電子佛教辭典”：http : //www.buddhism
―dict.net/ddb/ １９９５年から公開。ゲストは guestで検索できる。
５７）中華電子佛典協會經文檢索：http : //cbeta.buddhist―canon.com/result/search.htm
５８）Tripitaka Koreana search engine : http : //www.sutra.re.kr/ 高麗大蔵経研究所の知識ベース検索エンジ
ン。
５９）Korean Buddhism : Collected Works（Hanguk bulgyo jeonseo）: http : //ebti.dongguk.ac.kr/ 東国大学
校電子仏典・文化財コンテンツ研究所。
６０）花園大学国際禅学研究所データベース：http : //iriz.hanazono.ac.jp/ 禅籍データベース、Chinese Zen
Masters、Ten Oxherding Picturesがある。禅籍データベースには禅籍解題を宗義、宗論、史伝、語録、
頌古・公案、銘・箴・歌頌、禅文学、清規、叢書等に区分け。
６１）Jens Braarvig Thesaurus Literaturae Buddhicae : https : //www２.hf.uio.no/polyglotta/index.php?page＝
library&bid＝２。
６２）望月信亨等編『仏教大辞典』東京：武揚堂，１９１６の電子影像版 http : //kindai.ndl.go.jp/info : ndljp/pid
/８１７２４７








６５）LODAC Museum : http : //lod.ac/ ２０１０年１０月から試験公開。NIIの武田英明教授グループの Linked








「もくけい 牧谿 Muxi, Muqi」があり、簡解、典拠史料等リンク付き詳細解説、関連文献情報、参考
文献情報、リンク付き作品情報がある。
６９）琴詩書画巣（荒井雄三氏）：http : //www.geocities.jp/qsshc/index.html 、中国絵画事典ともなる。例
えば「宋時代 牧谿と逸格水墨画」では逸品の意味と系譜、牧谿の生涯と作品研究、参考書、おすすめ
展示会等が記載。「日本美術史ノート」、「詩・書」（中国書法史）等が有る。
７０）狩野永納著『本朝画史』東京：佚存書坊，１８８３の電子影像版 http : //kindai.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/
８５１６７９
７１）年号計算：http : //www.eastvalley.or.jp/nengo/index.html
７２）兩千年中西 轉換：http : //sinocal.sinica.edu.tw/
７３）検索デスク（浅井勇夫氏）http : //www.searchdesk.com/history/h１９９９.htm 「検索デスク」内「検索デ
スクのあゆみ」１９９５年１１月１日




７５）２００５年２月１８日、Jesse James Garrett氏が Asynchronous JavaScript＋XML（ajax）を提唱。Google Map
で技術を知られ爆発的に普及。従来の JavaScriptでは、サーバにリクエスト送信後 PC側でリロードし、
結果を返したが、途中に Ajaxを介することでリロードせずに結果を返せる。http : //www.adaptivepath.
com/ideas/essays/archives/０００３８５.php
７６）２００６年１月に John Resig氏が発表したオープンソースの軽量な JavaScriptライブラリー。
７７）葛西秋雄氏『jQueryによるWebサービス活用ワザ：実践サンプル集』東京：秀和システム，２０１０．６
p．３５１―３６０。jQueryは JSONP（JavaScript Object Notation with Padding＝異なるドメインからデータを
要求できる手法）により、クライアントサイドの JavaScriptからWebサービスを利用可能とし、Web
制作の現場で普及しつつある。
７８）Google AJAX Language API : http : //code.google.com/intl/ja―JP/apis/ajaxlanguage/documentation/
JavaScriptのみを使ってウェブページ内のテキストブロックの言語を判別し、翻訳できる Googleのサー
ビス




８１）リンク集シート（列名：サイト ID、サイト名、アドレス、開設者、解説、分類、典拠 ID、作品 ID）
作品シート（列名：作品 ID、作品タイトル、素材、制作年、国宝等、作家名、作家 ID、現所蔵者、所
蔵者 ID、公式サイト、サイト ID、画像情報、典拠書誌、タイトル読み）
作者シート（列名：作者 ID、作者名、名号、名号 ID、名号典拠、典拠 ID、作品 ID、よみ等）













８４）senna : http : //qwik.jp/senna/FrontPageJ.html ２００５年に「未来検索ブラジル（Brazil）」社が開発。DBMS
やスクリプト言語処理系等に組み込み全文検索機能を強化。n―gramインデックスと単語インデックス
の特徴を兼ね備えた転置インデックスを作成する。「MeCab―０．８０」以降が推奨される。





//cpdb.ioc.u―tokyo.ac.jp/index２.html）の仏画関連作品から抽出。｜ 阿弥陀 ｜ 観音 ｜ 地蔵 ｜ 釈迦
｜ 浄土 ｜ 神像 ｜ 祖師 ｜ 達磨 ｜ 天女 ｜ 如来 ｜ 涅槃 ｜ 毘沙門天 ｜ 不動 ｜ 変相 ｜ 菩薩
｜ 曼荼羅 ｜ 明王 ｜ 文殊 ｜ 維摩 ｜ 羅漢 ｜ など。









９１）想－IMAGINE Book Search : http : //imagine.bookmap.info/index.jsp 「NPO法人連想出版」運営。
JavaScript Libraryを利用したデジタルブックの画像付き横断連想検索サービス。２００６年７月から国立情
報学研究所連想情報学研究開発センターが公開。
９２）e―國寶：http : //www.emuseum.jp/search?d_lang＝ja ２００２年５月公開。２０１１年１月現在、絵画２５７件、
書跡２００件、彫刻６３件、建築２件、金工３５件、刀剣９６件、陶磁２５件、漆工３７件、染色２９件、考古６９件、
法隆寺献納宝物１８４件。高精細画像と日英仏中韓の５ケ国語解説。
９３）Weblio : http : //www.weblio.jp/ 各専門分野１サイトの ajaxによる一括全文検索。文化庁「国指定文化
財等データベース」、徳島県立近代美術館等も参加。
９４）中国博物館在線：http : //www.sach.gov.cn/tabid/２０１/Default.aspx





９６）American Memory : http : //memory.loc.gov/ammem/index.html １９９４年から米国議会図書館内に設置
されたパブリックドメインのデジタルアメリカの記憶。
９７）Internet Archives : http : //www.archive.org/ １９９６年から非営利団体とし、研究者等へ恒久的にデジタ
ルアーカイブを提供。Alexa Internet等からデータ提供を受ける。
９８）Europeana : http : //www.europeana.eu/portal/index.html ２００８年１１月２０日公開。欧州連合（EU）参加
の２７カ国、２００万以上の書籍、地図、記録、写真、文書、絵画、映画等のデジタル版。２０１１年１月現在
１，５００機関参加。１，４００万件以上。検索は、タイトル、作家、日時、件名。
９９）維基文庫：http : //zh.wikisource.org/zh/Wikisource Wikisourceの中国語版。四庫全書を全文入力中（子
部藝術類７８書中、『古畫品』や『代名畫記』等４０書済み）。遠大な計画。
１００）佛學大辭典：http : //zh.wikisource.org/zh/佛學大辭典
１０１）四庫全書：http : //zh.wikisource.org/zh/四庫全書 清・乾隆帝の勅命による漢籍叢書。経・史・子・
集の４部に４４類、３５０３種、３６０００冊、２３０万ページ、１０億字と数えられている。















１０５）アジア古籍電子図書館：http : //shanben.ioc.u―tokyo.ac.jp/index.html 電子影像に検索システムを加



















１０９）東方學デジタル圖書館：http : //kanji.zinbun.kyoto―u.ac.jp/db―machine/toho/html/top.html 『十三經
注疏』、『周易正義十四卷』、『説文解字』、『漢書零片』、『永樂大典殘二卷』、『大般若波羅蜜多經殘一卷』、
『高僧傳十四卷』、『大唐西域求法高僧傳二卷』、『大乘起信論一卷』等の検索と全文画像 DB。





１１１）国文学研究資料館「電子資料館」：http : //www.nijl.ac.jp/ 書誌・目録類、本文、画像資料「日本古
典文学本文データベース」岩波書店旧版の全文テキスト化





１１４）古代史獺祭：列島編：http : //www００４.upp.so―net.ne.jp/dassai１/ 中国、日本古代史で管理人が重要視
した史書（本文に加え『天寿國繍帳 銘文』、『元興寺伽藍縁起并流記資財帳』等）に一部読み下しを付
与して公開。日本史関連に仏教美術情報が記載。
１１５）学術研究データベース・リポジトリ：http : //dbr.nii.ac.jp/infolib/meta_pub/G９２００００１CROSS 博士論
文、文化財科学、東南アジア関係、古文書などの論文全文や、論文や図書の書誌検索。






























１２０）東博「名品ギャラリー」：http : //www.tnm.go.jp/jp/gallery/index.html ２００８年３月サービス開始。「考
古」、「彫刻」、「絵画」、「書跡」、「工芸」、「その他」に区分。「絵画」は２０１１年１月現在８６点の高精細画
像と解説がある。「仏画」項目
１２１）京博「収蔵品データベース」：http : //www.kyohaku.go.jp/jp/syuzou/index.html ２０１１年１月現在５，８４４
件（うち日本美術３，８８０件、朝鮮美術２７０件、中国美術１，３６０件）、詳細解説の「名品紹介」等「収蔵品デー
タベース」。「名品紹介」は高精細画像。解説文全文キスト。
１２２）京博「名品紹介」：http : //www.kyohaku.go.jp/jp/index_top.html ２０１１年１月現在５，８４４件（うち日本
美術３，８８０件、朝鮮美術２７０件、中国美術１，３６０件等）、詳細解説の「名品紹介」等。


















１２８）出光美術館：http : //www.idemitsu.co.jp/museum/index.html 「仙」コレクションから発展。日本・
東洋古美術専門美術館。国宝・重要文化財等多数所蔵。小サイズ高精細画像と詳細解説





本語版は現在無し。中・英版。「本院 」（博物院紹介）、「 放与 」（展覧会等案内）、「紫禁城





















１３４）韓国国立扶余博物館：http : //buyeo.museum.go.kr/home.do 言語：韓・日・中・英。メニューは「博
物館紹介｜常設展示｜学術情報｜Contact Us」。 博物館紹介では（第１―３展示室の各１０点の画像と名
称。所蔵品検索は現在 Not Found。
１３５）Freer Garary of Art : http : //７２．５．１１７．１４５/collections/ ワシントンにあるスミソニアン博物館群の
同ギャラリーは、隣接するアーサー・M・サックラー・ギャラリーと同様、日本を含む中国やインドを
中心としたアジアの古美術品を展示。検索窓で「Buddhist art」、「mandala」等で検索。
１３６）Museum of Fine Arts Boston : http : //７２．５．１１７．１４５/ １８７６年開館の米国最大級の美術館で２０１１年４５
万点以上を収蔵。岡倉天心が１９０５年東洋部長在職。「アジア・オセアニア・アフリカ」美術部門には仏
画、絵巻、刀剣などの優品を所蔵。http : //www.mfa.org/では Not Foundが多い。










１３９）智恩院の文化財：http : //www.chion―in.or.jp/bunkazai/hobutsu/index.html ４点紹介。
１４０）西大寺絵画リスト：http : //www.naranet.co.jp/saidaiji/ ３点紹介。
１４１）手拉手→教育手拉手 →学 教育大区→教育 区→国画国学：http : //www.jysls.com/forum―３８０―
１.html China Net，福建省ネットワークで作成。画法、国画流派、文人画等の簡解あり。









１４６）WAI : http : //www.w３.org/TR/１９９９/WAI―WEBCONTENT―１９９９０５０５/






１４９）W３C Validation Service : http : //validator.w３.org/ W３C標準の HTML，XHTMLチェック
１５０）Another HTML―lint : http : //htmllint.itc.keio.ac.jp/htmllint/htmllint.html：K１６氏作W３C準拠の文法と
不具合箇所を表示、その理由の解説が HTML作成者に有益。
１５１）W３Cの CSSをチェックするサイト http : //jigsaw.w３.org/css―validator/
１５２）伊藤啓「色覚の多様性に配慮した案内・サイン・図表等用のカラーユニバーサルデザイン推奨配色セ
ット」：http : //jfly.iam.u―tokyo.ac.jp/colorset/ http : //www.cudo.jp/CUDO２００６aki.pdf
１５３）imageJ : http : //rsb.info.nih.gov/ij/
Vischeck J : http : //www.color.or.jp/tool_vischeck.html
１５４）aDesigner : http : //www.trl.ibm.com/projects/acc_tech/adesigner.htm IBM東京基礎研究所開発：全
盲ユーザー用ユーザビリティ評価、ロービジョンユーザー用評価技術によるチェック。
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